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第35巻

丹波開標系調についての■考家

集  田  選  也 ＊

ACon飢dera伍。nof此eGenea1o駆。fTamba （T㎞Wa）

KURODA Tatsuya ＊

 丹波関係系譜は，『古事記』に開化に関わって三系統のものが載せられている．それは開化妃タカノヒメに関わるも

のと，開化皇子とされるヒコイマスの系統に位置付けられる垂仁后妃ヒハスヒメ等につながるタニハノビコタタスミ

チノウシの系譜，神功に至るヤマジロノオホツツキマフカ・イリネの系統とである、それらが三系統とされて現系譜

に定着したのは最終的には『古事記』『日本書組1編纂段階であるが，丹波系系譜の王統譜への登場は継体段階であり，

二の段階では息長氏系系譜と直接つながるものではなく，和璃氏系としてのみ一系で位置付けられていた．欽明～敏

達段階で丹波系の祖と息長氏系の組とが兄弟とされ，更に「天皇記」段階で丹波系が三系統に分立されて，現系譜の

原型が成立したと考えられる．

は じ め に I タニハノミチノウシの系山

 『古事記』『員本書細（以下『記』『紀』等と略記）の

王統譜には地方豪族に関係する人名カ沿なからず見える．

その多くは王族の后妃としてであるが，中には地方氏族

名ないしはそれに準ずるものを冠する王族名も伝えられ

る．それは吉備・丹波・息長に関わるものであり，いず

れも天皇（大王）の后妃を出したことが伝えられている。

吉備は，吉備族の始祖名として位置付けられているだけ

である（オホキビモロスズミは始祖名としても位置付け

られていない）が，丹波と息長氏に関係する者は祖の天

皇から后妃に至るまでの系譜が知られる．丹波・息長氏

系については，他に比して異質とも言い得る扱い方であ

る．

 また，r丹波」r息長」を冠する人名は，『記』では前者

の後蜀として位置付けられてもいるのであり，両者の関

係の密接さが窺われる．しかし，この系譜が変改された

ものであることは既に別稿で述べ，〔図1〕〔図2〕の如

く系譜を復元したところである（黒田、2000年）．ここ

では，丹波系系譜について復元的に検討し，息長氏系と

の関わりについて考えることにしたい．

2001年4月11目受理
＊ 一般教養科①ep航ment of L曲e捌A鵡）

 丹波に関係する系譜は，〔図3〕（『記』）に挙げたよう

に，（a）開化妃タカノヒメに関するもの，（b）開化皇

子ヒコイマスの子タニハノビコタタスミチノウシ
（『記』）・タニハノミチノウシ（『細）に関わるもの，（C）

神功の父祖系譜（ヒコイマス～神功）に見えるもの，と

いう三つに大別できる．嘗て述べたように，（a）のタカ

ノヒメは変改されたものであり（黒目ヨ，1991年），その

位置付けは（b）の系譜の中で先ず検討されなければな

らないものである．そこで（b）から考えることにしよ
う．

 タニハノビコタタスミチノウシの子女については，

〔表〕のように幾つかの所伝がある．男子を伝えている

のは開化記の系譜だけで他には見えないが，他は垂仁の

后妃に関わる伝承であるから，見えないのは当然のこと

でもあろう．

 垂仁記のサホヒメの書中に現われるエヒメ・ヲトヒメ

は抽濠的人名であり，実名とに劇底考えられない．拙著

『古代の天皇と系譜』（以下r前著」と記す）ではこれら

がそれぞれヌバタノ（二）イリヒメとアザミノ（二）イ

リヒメとに当たると想定した．その根拠の概略はヌバタ

ノ（二）イリヒメとアザミノ（二）イリヒメとが「イリ

ヒメ」であることにおいて互いに共通すること，ヒハス

ヒメは長女で垂仁后とされているが，その妹で『記』『紙
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に共通して垂仁妃とされている者は二人の「イリヒメ」

以外に知られないことである．そこでヌバタノ（二）イ

リヒメとアザミノ（二）イリヒメとをタニハノ〔ヒコタ

タス〕ミチノウシの女として位置付け，開化記にこれら

二女が見えないことについては，開化記の系譜が後代に

形成されたもので，何等かの事情によってヒハスヒメ等

に本来の位置を譲ったことによると考えた．ヌバタノ

（二）イリヒメとアザミノ（二）イリヒメとが古くから

垂仁妃とされていたという想定は，それらが劃二と共通

する「イリ」を有していることから，蓋然性が大きいと

思われる．しかし，タニハノ〔ヒコタタス〕ミチノウシ

の女として位置付けられる系譜も本来性を有するかどう

かは，タニハノ〔ヒコタタス〕ミチノウシがヒコタタス

とミチノウシとが合体されたものであり，『紀』のタニハ

ノミチノウシも少なくともそ剛立置付けについては事膚

が同じとみられる（黒田，1991年）ので，検討されなけ

ればならない．

 垂仁后妃とされるタニハノ〔ヒコタタス〕ミチノウシ

の女では，サホヒメの書中に見える系譜を除く四所伝に

おいて，「イリヒメ」と実態のないヲトヒメ以外では，ヒ

ハスヒメは全所伝に，マトノヒメは三所伝に，ウタゴリ

ヒメは一所伝にのみ，それぞれ現われている．マトノヒ

メが現われないのは垂f二記の后妃子女の条であるが，こ

れはマトノヒメが妃とされずに丹波へ返送された（その

途中で自殺）ことに対応することは言うまでもない．ウ

タゴリヒメは「四女喚上」説話にしか見えず，マトノヒ

メとともに返送されている．また，タカノヒメをタニハ

〔ヒコタタス〕ミチノウシの女とするのは『紀』のみで

あるが，『記』の各所伝に現われず，『紀』でも垂仁妃と

されず返された（途中で自殺）とあることは開化妃とさ

れていることと関係する（黒田，1991年）．

 『記』の説話の中で垂仁に喚上されたタニハノ〔ヒコ

タタス〕ミチノウシの女が四人であることは，数的には，

『紀』がヒハスヒメ・ヌバタニイリヒメ・マトノヒメ・

アザミニイリヒメの四女を后妃としていることに一致す

る．また，エヒメ・ヲトヒメという抽象的・通称的名人

名以外でタニハノ〔ヒコタタス〕ミチノウシの女として

伝えられているのは計六人であるが，rイリヒメ」の二女

を除げば，ヒハスヒメ・ウタゴリヒメ・マトノヒメ・タ

カノヒメの四女となる．タニハノ〔ヒコタタス〕ミチノ

ウシの女の数は四人という数と何等カ吻関係があること

が想像される．しかし，この場合は，ヲトヒメを如何に

考えるべきであるかが先ず問題となる．

 「四女喚上」説話におけるヲトヒメは，タカノヒメが

開化妃とされたことに伴って，その替りとして位置付け

られた者とみることも可能のようではある．しかし，開

化記のヲトヒメの場合は，本条にはタカノヒメだけでは

なくウタゴリヒメも登場していないのであるから，r四

女喚上」条の場合と同様に解レ等るとは断じ難い．ヲト

ヒメの肺としてのエヒメに該当する者としては，系譜上，

ヒハスヒメしカ掘、足し得ない．マトノヒメは，開化記で

は，ヲトヒメの肺として位置付けられているが，垂仁記

では皇妃とされなかったとあり，垂仁紀でも妃ではあっ

ても所生子女が伝えられていないのである．ヌバタノ

（二）イリヒメとアザミノ（二）イリヒメのいずれかを

ヲトヒメに当てることも，それら自体がrエヒメ」rヲト

ヒメ」と通称的に表現されて然るべき者であるから，無

理が伴うと思われる．『記』編者は，サホヒメの書中のエ

ヒメをヒハスヒメと考えたが，ヲトヒメに当たる者を確

定し得なかったことによって，ヲトヒメをそのままタニ

ハノビコタタスミチノウシの女の名として位置付けたの

ではなかろうか『記』のタニハノビコタタスミチノウシ

の女に関する所伝はrエヒメ」rヲトヒメ」を基準にした

ものとみられる．垂仁記の后妃子女の条にヲトヒメが見

えないのは，上記のヲトヒメの性格からして，当然のこ

とであろう．

 タニハノ〔ヒコタタス〕ミチノウシの女として伝えら

れるものは，ヒハスヒメ・ウタゴリヒメ・マトノヒメ・

タカノヒメと，「イリ」系と関係するヌバタノ（二）イリ

ヒメ・アザミノ（二）イリヒメとに分け得る．四人とい

う数からすれば，二人の「イリヒメ」はタニハノ〔ヒコ

タタス〕ミチノウシの女から排除されるべき者のように

思われる．また，垂fコま父系ではヒコイマスと同世代（前

著），タニハノ〔ヒコタタス〕ミチノウシの子女はヒコイ

マスの孫ないしそれと同世代の者とされていたとみられ

ることも，垂仁と通ずる「イリヒメ」に問題があること

を示しているようである．但し，母系では垂仁は本来ヒ

コイマスの子の世代に当たる者であったと考えられる

（黒田，1996年）ので，全面的に問題があるというわけ

でもない．ともかく，タニハノ〔ヒコタタス〕ミチノウ

シの女として二人の「イリヒメ」州立置付けられたこと

が，タニハノ〔ヒコタタス〕ミチノウシの子女について

幾つかの伝承が生ずることになった一因であることは認

められるであろう．

 『記』が全ての所伝でタカノヒメをタニハノビコタタ

スミチノウシの女から排除しているのはそれが開化妃と

して位置付けられていることによること，また，マトノ

ヒメが垂f二記の皇妃子女条に現れていないのは返送され

たという伝承と対応するものであることは前述の通りで

ある、

 ウタゴリヒメについてはどうかウタゴリヒメも返送

されだというのは，サホヒメがタニハノビコタタスミチ

ノウシの女エヒメ・ヲトヒメニ人を映すように垂仁に言

ったとあることと関係するのではなかろうか．后妃子女

一42一



第35巻 丹波関係系譜についての一考察

の条に見えないのは当然ではあるが，開化記の系譜にも

現われていないことは不審である．開化記ではウタゴリ

ヒメの替りにミカドワケ州立置付けられているかの如く

である．タニハノミチノウシとヒコタタスとが合体され

たことによって，両者それぞれの子女とされていた着が

まとめられたことは推測し得るところである．従って，

タニハノビコタタスミチノウシの『記』に伝えられる系

譜，及びそれと対応するタニハノミチノウシの『紀』の

系譜には，元来のヒコタタスとタニハノミチノウシそれ

ぞれの系譜が何等かのかたちで反映しているとすべきで

ある．ミカドワケを含めて五子女（「イリヒメ」を除く）

であるが，どのように分け得るであろうか

 ミカドワケを含めて五子女となるにもかかわらず，開

化記で四子女と記されていることは，ヒコタタスとタニ

ハノミチノウシのいずれかの子女が四人であったことに

よると思われる．タカノヒメは，言うまでむなく，丹波

（丹後）の地名竹野郡そのものに基づく人名であるから，

タニハノミチノウシの女とされていたとしなければなら

ない．マトノヒメは大和国添上郡の満登庁（陳大寺要録』

巻六水田章8），現在の奈良県山添村的野に関係する人名

ではなかろうか大和の地名に関わるものとすれば，マ

トノヒメは丹波とはつながらないようにも思う．しかも，

山添村廊口同氏と密接に関わる奈良市の東隣であること

から，ヒコタタスの女という位置が想定される．

 ヒハスヒメ・ウタゴリヒメとミカドワケとについては

地名との関係からだけでは推定もし難いが，ヒコタタス

とタニハノミチノウシのいずれカ吻子女が四人であった

とみられるので，それらは兄弟姉妹とされていたと考え

られる．タニハノミチノウシの子女が四人とされていた

とすれぱ，王統譜に組み入れられているとは言え，地方

豪族に関わる者の子女が四人も位置付けられていたこと

については理南があったとみるべきである．その理由と

して想定できるのは，氏族の女舗1し伝承や王族の妃という

位置にあるということである．しかし，ミカドワケには

後衛氏族が伝えられず，ウタゴリヒメは妃とされていな

い．ヒハスヒメ・ウタゴリヒメ・ミカドワケは，マトノ

ヒメとともに，ヒコタタスの子女とされていたのではな

かろうかこのようにみるならば，ウタゴリヒメの「ウ

タ」は大和国宇陀郡との関係も想像されてくる．

 タカノヒメの生母は『記』がタニハノヒ＝コタタスミチ

ノウシの妻とするタニハノマスノイラツメとみるのが良

いであろう．また，タカノヒメが開化妃とされたことに

ついては，それが開化の原型であるワカヤマトネコとヒ

コオホヒヒのいずれかの妃であったことによると思われ

る．いずれかと言えば，タニハノミチノウシの父が元来

ヒコユムスミであったとみられ（黒田，1991年），タニ

ハノミチノウシがヒコタタスと合体されたように，「ヒ

コ十某」形式の人名との関係が知られることから，ヒコ

オホヒヒ妃であった可能姓の方が大きいように思われる．

 ヒゴイマスータニハノ〔ヒコタタス〕ミチノウシーヒ

ハスヒメ・タカノヒメ等という系譜は，ヒゴイマスーヒ

コタタスーヒハスヒメ等と，ヒコユムスミータニハノミ

チノウシータカノヒメという二つの系譜が合体されたも

のであり，言うまでもなく後者が丹波系に関わる系譜で

ある．ヒコユムスミは丹波出自のタカノヒメ所生として

『記』『紀』に伝えられるが，欽明～敏達段階の王統譜で

は尾張系のタカチナヒメ所生であり，タカノヒメはヒコ

ユムスミの孫・タニハノミチノウシの女とされていた（黒

田，1996年）．尚，ヌバタノ（二）イリヒメ・アザミノ

（二）イリヒメは継体段階で崇神皇子とされていたヤツ

リノイリヒコとカムオホネの女オシダロヒメとの間の女，

欽明～敏達段階でヒコイマスの子とされたカムオホネ

（ヤツリノイリヒコと合体）の女としてそれぞれ位置付

けられ，「天皇記」で現系譜の如き位置付けになったと考

えられる（黒田，1壬鵬年）．

 ヒコユムスミ関係とヒコイマス関係の二つの丹波系系

譜は本来一つのものであったのが分離されたということ

であるが，いまつの神功の父祖系譜に関係するものに

ついては如何であろうか

巫 ヤマジロノオホツツキマフカの系着と和耳氏

 開化記の神功の父祖系譜に見えるイリネをヒコイマス

の子とする系譜は変改されたものであり，イリネは崇神

皇子として『記』が伝えるオホイリキと関係すると思わ

れる（黒田，1996年）．オホイリキは崇神童子とされる

前は垂仁皇子とされていたとみられる（前著）ので，イ

リネも同様であったであろう．垂fコま，ミマツ（キ）ヒ

メ所生であるが，ミマツ（キ）ヒメは，欽明～敏達段階

で，ヒコイマスの女槻…とされていたとみられる（前著）

ので，ヒコイマスの子女と同世代となり，イリネはヤマ

ジロノオホツツキマフカ等の子女の世代になる．一方，

垂仁を父系で見るならば，ヤマジロノオホツツキマフカ

等は崇神の兄弟（兄）ヒコフツオシノマコトの孫である

から，崇神の孫であるイリネとヤマジロノオホツツキマ

フカ等とは同世代となり，世代関係では『制と一致す

る．従って，ヤマジロノオホツツキマフカとイリネの女

タニハノアヂサハヒメとは，垂仁の父系では父と女の世

代関係となるので，両者の婚姻関係は元の系譜のそれが

踏襲されたとみることも可能ではある．しかし，この関

係は丹波系に「イリ」系と「ヒコ十英」系との二流があ

ったことになり，疑問とすべきように思われる．ヒコユ

ムスミとタニハノミチノウシとの関係は否定レ等ないと

みられるので，タニハノアヂサハヒメをイリネの女とす
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る系譜を改作されたものと考えなければなるまい．タニ

ハノアヂサハヒメは，イリネの女に位置付けられること

になった事情について湖リに検討しなければならないが，

ヤマジロノオホツツキマフカとの関係が先ず重摂される

のである．

 前著において，オボタラシヒコと対をなすオボタラシ

ヒメをヤマジロノオホツツキマフカの女として位置付け

た．その根拠は，オボタラシヒメを原型とするオキテガ

タラシヒメ＝神功がヤマジロノオホツツキマフカの曾孫

として『記』に伝えられるとともに，『紀』では開化の曾

孫と記されていることから，ヒコイマスを開化の子とす

れば，ヤマジロノオホツヅキマフカとその子女はそれぞ

れ開化の孫と曾孫とになり，また，オボタラシヒコとオ

ボタラシヒメとは同世代になるということである．この

想定に従えば，タニハノアヂサハヒメは，ヤマジロノオ

ホヅヅキマフカ妃として伝えられているので，オボタラ

シヒメの生母とされていたことが考えられる．タニハノ

アヂサハヒメ所生とされているのはカニメイカッチであ

るが，この同母姉妹であったオボタラシヒメがオキテガ

タラシヒメに変更され，更に開化の五世孫に変改された

際，オキテガタラシヒメは，元の系譜のオボタラシヒメ

とカニメイカッチとの血縁関係に基づいて，カニメイカ

ッチの孫とされたという過程も想定されるであろう．し

かし，オボタラシヒメの生母として位置付けられていた

ことが想定されるのはカツラキノタカヌカヒメであり

（黒田，1998年），タニハノアヂサハヒメの位置醐リに

求められなければならない．

 イリネがヤマジロノオホツヅキマフカの同母弟として

伝えられていることからすれば，いま一人の同母弟とさ

れるヒコオスの女としてタニハノアヂサハヒメ州立置付

けられていたことは想定される．また，本来ヤマジロノ

オホツツキマフカの同母兄弟とされていたが，後にその

位置が変改された者の女というようなことも推測し得ぬ

わけでもない．しかし，いずれの場合も，同じ和現氏系

ではあるが，ヒコユムスミ系とヒコイマス系とに丹波系

が分かれることになる．ヒコイマス系にも丹波関係の者

が位置付けられていたことがタニハノミチノウシがヒコ

イマスの子とされた原因とみられるかも知れないが，タ

ニハノミチノウシが合体されたのはヒコタタスとである

から，問題があると思う．

 吉備族の始祖として上道臣系のオホキビツヒコ
（『記』）・キビヅヒコ（『紀』，但し吉備族の女錐しとは明記

されていない）と下道臣系のワカヒコタケキビヅヒコ

（『記』）・ワカタケルヒコ（『細，但し吉備臣の始祖と記

される）とが『記』『紀』系譜に伝えられていることは周

知のところであるが，それに先立ってはワカタケルヒコ

がヤマトタケルの子で，吉備族の始祖として位置付けら

れていたと考えられる（前著）．丹波系もこの吉備族の場

合と同様であったのではなかろうか．ヒコユムスミータ

ニハノミチノウシの系譜に関わる者としてタニハノアヂ

サハヒメ州立置付けられていたと思われる．旦波之大県

主ユゴリや，丹波之遼津臣とその女タカキヒメも，それ

ぞれヒコユムスミの生母の父，タニハノアヂサハヒメ所

生のカニメイカッチとその父という位置付けであること

からしても，同様であったとみられる．

 ヒコユムスミが尾張氏系のタカチナヒメの所生から丹

波系のタカノヒメ所生に変改されたことについては，タ

カチナヒメがウマシウチノスクネの生母とされ，ヒコイ

マスとと．もにヒコフツオシノマコトの子とされていたヒ

コユムスミが開化皇子として位置付けられたことに伴っ

て，開化の原型の一方であるヒコオホヒヒの妃であった

タカノヒメの所生とされたとみられる．タカノヒメ所生

としてヒコユムスミ捌並置付けられた理由としては，そ

の他に，その子がタニハノミチノウシであるように，丹

波と関係する者とされていたことも挙げられるであろう．

ヒコユムスミ妃として丹波関係者州立置付けられていた

のではなかろうかタニハノミチノウシという王族名は，

生母が丹波系であったことによる命名という性格を持た

されていたと考えるのが良いように、思われる．

 氏族名を有する祖先名を王族として王統譜に載せる中

央系氏族は波多・許勢・蘇我・平群・紀・葛城各氏であ

るが，それらが有力氏族であることは言うまでもない．

地方豪族である吉備族は大和政権に対抗し得るほどの勢

力を備えていたものであり，息長氏は継体以降の大王家

と密接に繋がるもの，坂田君はその同族である．いずれ

も丹波地域の豪族などとは大きな相違がある、吉備族の

始祖の一人ワカヒコタケキビヅヒコは本来r吉備」を名

に含まぬワカタケルヒコであり，いま一人の〔オホ〕キ

ビツヒコはビニ1イサセリヒコの亦名として王統譜に位置

付けられているだけである．、自、長氏系も女舗1とされてい

るのはオホホドであり，息長を冠する人名の者ではない

また，吉備族の奉舗巨ワカタケルヒコはヤマトタケルの子

として元来位置付けられていたとみられる（前書）が，

ヤマトタケルの妃の一人に吉備出自の女オホキビタケ

〔ル〕ヒメ（吉備臣建目子の妹，『記』）・キピアナトタケ

〔ル〕ヒメ（吉備武彦の女，『紀』）が知られる．このこ

とはあるいはワカタケルヒコが吉備出自の女の所生とさ

れていたことの名残かもしれない．息長氏も，変改され

た系譜ではあるが，オホホドの父ワカヌケフタマタの母

をオキテガマワカナカツヒメとする伝を有しており

（『劃），これも元の系譜を何等かのかたちで伝えている

とも考えられる．葛城系諸氏族の女舗1の生母は伝えられ

ていないが，吉備族・息長氏についての前記の状況は，

消極的ではあるが，タニハノミチノウシの生母として丹
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波系の女州立置付けられていたことを示唆しているよう

に思われる．

 タニハノアヂサハヒメは，前述のように，オボタラシ

ヒメの生母であったと考えることはできないが，ヤマジ

ロノオホツツキマフカの妻とされていたことについてば

どうカ、両者の間の子とされるカニメイカッチは，その

「カニ」が垂仁妃として『紀』に伝えられるカニハダト

ベのrカニハタ」（山城国相楽郡蟹幡郷）や，r京北条里

班田図」に京北四条二里の里名として記される蟹川（大

和国添下郡）との関係が想像されるが，いずれの地域も，

カニハダトベの父ヤマジロノオボクニノフチのrオボク

ニ」に当たるとみられる山城国宇治郡大国郷とともに，

和珂氏との関係が考えられるように，和珂氏系の人名と

みられるのであり（黒田，2000年），同じく和三耳氏と関

係するヤマジロノオホツツキマフカの子として元より位

置付けられていたとしても問題はないように思われる．

また，タニハノカバカミノマスノイラツメをタニハノミ

チノウシの妻とする系譜まで改作されたものとする必要

はないのではなかろうかとすれば，タニハノミチノウ

シの生母とされていた可能性がある者としては，ヤマジ

ロノオホヅヅキマフカとタニハノアヂサハヒメとの間の

子とされるカニメイカッチの妻タカキヒメが残されるこ

とになるが，ここでいま少し丹波系と和理氏系とに関係

する系譜について述べておくことにしたい．

 カニメイカッチの父であるヤマジロノオホツツキマフ

カはヒコイマスの子として伝えられているが，『記』には

ヒコユムスミの子にもそれと類似するオホツツキタリネ

が，サヌギタリネとともに，位置付けられている．同じ

地名を有する同性の王族名は少なからず知られるが，そ

れらの大半は，（a）一人の者が複数に分立されたとみら

れるもの，（b）一方から他方が分立・染上されたと考え

られるもの，（C）吉備族・息長氏・丹波に関わる者，で

ある．（a）（b）は地名に関係する人名以外の者にも共

通するが，ともかく，例外はこのオホツツキタリネとヤ

マジロノオホツツキマフカとだけである．

 この両者は，「〔オホ〕ツツキ（筒木）」という地名を有

する氏名は伝えられていないので，吉備族・息長氏・丹

波関係以外の人名に通ずると思う．しからば，両者は本

来同一人物であったか，それとも一方から他方が分立さ

れたものか，ということになる．また，当初から相異な

る存在として造作されだということも勿論あり得る．し

かし，いずれにしても，両者は本来近い関係を有する者

として位置付けられていたとみるのが良いと，思われる．

両者は，オホマタとヲマタやサホヒコとヲザホ（いずれ

もヒコイマスの子，『記』）のように，兄弟（同母）とさ

れていたと考えられる、オホツツキタリネとサヌギタリ

ネは，「タリネ」を共有しているので，兄弟として元より

位置付けられていたとみられるとすれば，オホツツキマ

フカを加えると三人ということになる．この数は『記』

のオホツツキマフカの同母兄弟数と一致する．ヤマジロ

ノオホツツキマフカ・ヒコオス・イリネという同母貝弟

は，オホツツキタリネ・オホツツキマフカ・サヌギタリ

ネの三兄弟を基に変改されたものではなかろうかとも

かく，オホツツキタリネ・オホツツキマフカ・サヌギタ

リネの生母としては，オホツツキマフカの母として位置

付けられていたことが考えられるヤマジロノエナツヒメ

（前著）が想定される．

 タニハノアヂサハヒメは，それを同母弟イリネの女と

する系譜が『記』に先立つ系譜の反映と考えられるので

あれば，オホツツキタリネやサヌギタリネの女とされて

いたことになる．この場合，タニハノアヂサハヒメの生

母が誰であったかが問題であるが，丹波系の着とすべき

であることはタニハノミチノウシの場合と同様と思われ

る．丹波系の女は，タニハノアヂサハヒメの他に，タニ

ハノミチノウシ妃タニハノカバカミノマスノイラツメ，

ヒコユムスミ妃と想定されるタカキヒメ，及びタカノヒ

メである．タニハノアヂサハヒメをヤマジロノオホツツ

キマフカの兄弟の女とみる限りでは，その生母としては

タカノヒメしか残らない．しかし，タカノヒメは後に開

化妃とされるのであるから，開化の原型の妃とされてい

たとするのが妥当である（黒囲，1996年），従って，タ

ニハノアヂサハヒメをヤマジロノオホツツキマフカの兄

弟の女とする想定に問題があるということになる．

 タニハノアヂサハヒメが三人の丹波系の女のいずれか

の所生であるとすれば，その父としては，ヒニユユムスミ・

タニハノミチノウシと開化の原型とが候補として挙げら

れる．開化の原型の女というのは，ワカヤマトネコ・ヒ

コオホヒヒはいずれにせよヒコユムスミの孫の世代，ヤ

マジロノオホツヅキマフカの子の世代に位置付けられる

ので，否定されなければならない．ヒコユムスミの女の

場合はヤマジロノオホツツキマフカと同世代，タニハノ

ミチノウシの場合はヤマジロノオホツツキマフカの子女

と同世代で『記』に伝えられる世代関係と同様になる，

タニハノアヂサハヒメは，ヒコユムスミ女・タカキヒメ

所生・タニハノミチノウシ同母姉妹であったとすれば，

タニハノミチノウシがヒコタタスと合体された段階で，

タニハノ〔ヒコタタス〕ミチノウシの同母姉妹，少なく

ともヒコイマスの女として位置付けられて然るべきであ

る．一方，タニハノミチノウシ女・タカノヒメ同母姉妹

という場合は，タニハノアヂサハヒメは合体されたタニ

ハノ〔ヒコタタス〕ミチノウシの女とされるべきであっ

たということも考え得る．前者の場合は，タニハノアヂ

サハヒメがイリネの女とされていることからも生ずる当

然の疑問である．しかし，後者については，タニハノミ
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チノウシの女であったタカノヒメの位置付けが変改され

ているので，同母姉妹タニハノアヂサハヒメも同時に変

改されたとみることは可能のように思われる、

 旦波之大県主ユゴリは，従って，タニハノカバカミノ

マスノイラツメの父として位置付けるより他はない、タ

カノヒメがヒコユムスミの生母とされたことによって，

その父としてタニハノミチノウシを位置付け得なかった

ために，生母タニハノカバカミノマスノイラツメの父と

されていたユゴリが替りに位置付けられたのではなかろ

うかヒコユムスミ妃タカキヒメの父をタカノヒメの父

とすることも，変改の方法として，考えることもできる

が，タカキヒメがカニメイカッチ妃とされたことによっ

て，ユゴリをタカノヒメの父とせざるを得なくなったの

であろう．しかし，このことはタカキヒメがカニメイカ

ッチ妃とされた事情に関わる．

 タニハノミチノウシがヒコタタスと合体されたこと，

欽明～敏達段階でタカキヒメ所生のヒコユムスミ子とさ

れていたオキテガヒコがカツラキノタカヌカヒメ所生の

オキテガスクネ平に変改されたことによって，タカキヒ

メは所生子を「失う」ことになった．一方，カニメイカ

ッチは，剛『紀』編纂段階で，オキテガタラシヒメを

仲哀と同じく開化五世孫とするために，オキテガスクネ

の父として位置付けられた．カニメイカッチが，本来，

後世の王族にどのようにつながる者とされていたかは今

のところ不明とせざるを得ないが，オキテガスクネの父

とされたことにより，オキテガヒコの生母とされていた

タカキヒメがカニメイカッチ妃・オキテガスクネ生母に

位置付けられたと考えられる．

むすびにかえて

以上の丹波系系譜をまとめると，〔図4〕のようになる．

尚，ヒコイマス関係系譜は，便宜上，rヒコ十菓」形式の

人名の復元系譜（黒囲，1996年）を記している．タニハ

ノミチノウシとオキテガヒコとがタカキヒメ所生という

関係になる．また，タニハノミチノウシの女としてタカ

ノヒメとタニハノアヂサハヒメの二人州立置付けられて

いたとみられることは，垂仁記のサホヒメの書中でタニ

ハノビコタタスミチノウシの女「エヒメ・ヲトヒメ」と

あることと相関係するように思われる．

 このような丹波系の系譜が王統譜に位置付けられた理

由については，ヒコフツオシノマコトからヒコユムス

ミ・ヒコイマス等へ続く系譜は和同氏に関わるものであ

ることから，一つには和珂氏との関係が考えられる．丹

波は和同氏の同族として『記』に伝えられる多紀臣が本

拠とするところでもある、また，オキテガヒコとタニハ

ノミチノウシとがヒコユムスミとタカキヒメとの間の子

として位置付けられる系譜が形成されていたと想定でき

るところからして，息長氏との関係も想定し得る．〔図

4〕では，息長氏系の祖オキテガヒコは，和珂氏系であ

るが，丹波系のタカキヒメ所生という位置付けであるこ

とから，言わば丹波系の分流という位置にあることにな

る．このオキテガヒコ剛立置付けは欽明～敏達段階の王

統譜でのものと想定されるものであるが，継体段階では，

崇神（原型）の子とされていたヤツリノイリヒコとカム

オホネ・オキテカミヅヨリヒメの女オシダロヒメとの間

の子として位置付けられていたことが考えられる（黒田，

2000年）．このオキテガヒコ剛立置付けにタニハノミチ

ノウシの系譜を合わせると，〔図5〕の如きものになる．

息長氏系系譜は，欽明～敏達段階で，「イリ」系から「ヒ

コ十某」系に変更されたということであるが，最後にタ

ニハノミチノウシがヒコタタスと合体され，ヒコユムス

ミ系からヒコイマス系へ変更された事情について考え得

るところを述べ，むすびにかえることにしたい．

 注目したいのは，ヒハスヒメ等が丹波系とされたこと

についてである．丹波の地域に有力な豪族が存在したこ

とは文献からは明確には知ることができないが，白米山

1号墳（与謝郡加税町，全長92m，前期後半）・蛭子山

1号墳（京都府与謝郡加税．町，全長145m，前期後半）・

網野銚子山古墳（竹野郡網野町，全長198m，中期初頭）・

神明山古墳（竹野郡丹後町，全長190m，中期初頭）・黒

部銚子山古墳（竹野郡弥栄町，全長100m，中期前半）・

涌日ヨ山1号古墳（中郡峰山町，全長100m，中期後半）

と，四世紀後半から五世紀後半まで，丹後半畠に有力な

前方後円墳が営まれている（とりわけ網野銚子山・神明

山は日本海沿岸地域最大の規模）ことからすれぱ，丹後

（ないし丹波）がr独立王国」であったかどうかはとも

かくとしても，当地域（丹後）にこの間有力な豪族が存

在したことが窺われる．r丹波速津臣」のように，地方豪

族では吉備や出雲のような大和政権と伍するような大勢

力を有したことが想定される豪族と同じ「臣」を称した

如くであること，「旦波之大県主」というように単なる県

主ではなく「大」を冠する特殊な県主とされていること

は丹波勢力の嘗ての有力さを示すものであろう．また，

朝鮮から大和までの道筋の一つとして日本激レートがあ

ったことは，アメノヒボコの但馬への渡来伝承や欽明朝

末期における高句麗使1の越漂着からしても明らかである．

丹後の豪族が有力であり得た理由の一つとして日本海を

通じた朝鮮半島等大陸との交流にあったとみることは容

易であろう．このような丹波（丹後）が重視されていた

ことは想像に難くなく，丹波系の女が初期の大王の妃と

して迎えられたことも充分推測可能である．丹波が重視

されていたことは，そこを本拠としていた多紀臣が和珂

氏の同族とされていることにも見出されるように思う．
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多紀臣の本拠が，有力古墳の存在する丹後ではなく，令

制下の丹波であることは，あるいは和期氏が大和政権と

丹後勢力とを結びつける布蜷』を果たしていたことを物語

るものであるのかも知れない．

 ヒハスヒメ等が丹波系，しかも和珂氏と繋がる丹波系

とされたことは，このような丹波の実情が関係している

のではなかろうか丹波（丹後）の外交上の重要性から

して，その地域を和王日＝氏と関係するものとして位置付け

ることは，和珂氏にとって重要な意義を持つと言い得る．

和珂1氏系の大王であるオボタラシヒコ（黒目ヨ，1998年）

の生母ヒハスヒメが和同氏と関係する丹波系であるとす

ることで，和同氏系大王家が日本海を通じた大陸との外

交権を掌握していたことを示したと考えられるのである．

 このような系譜の変改は和珂氏系系譜が解体・変改さ

れた蘇我氏系によるr天皇記」編纂段階でなされたとは

考え難い．和琢氏自身によって行われたとみるべきであ

ろう．しからば，それは欽明～敏達段階においてのこと

と考えられる．この段階で丹波系はヒコユムスミ系とヒ

コイマス系とに分かれることになった．継体段階でヒコ

フツオシノマコトの女・ヒコイマスの姉妹で〔オホ〕ヤ

マトヒコ妃とされていたヒハスヒメが，欽明～敏達段階

でタニハノミチノウシと合体したヒコタタス（タニハノ

ビコタタスミチノウシ）の女で一〔オホ〕ヤマトヒコから

分立されたヤマトタラシヒコ妃とされたと考えられる．

 このようにみてくると，欽明～敏達段階でのオキテガ

ヒコとタニハノミチノウシとをヒコユムスミの子で同母

兄弟であるとしている〔図4〕は変更の必要が生じる．

オキテカミヅヨリヒメだけが，敏達后ヒロヒメ（オキテ

ガマテ王の女）に比定されるかたちでヒコイマス妃とさ

れ，オキテガヒコ等がヒコイマスの異母兄弟（黒田，1996

年）ヒコユムスミの子とされたというのは，やはり不自

然であろう．タニハノミチノウシはタニハノビコタタス

ミチノウシとしてオキテカミヅヨリヒメ所生のヒコイマ

スの子，オキテガヒコはタカキヒメ所生のヒコイマス子

という位置付けがの方が良いと思われる、これを図示し

たのが〔図6〕である．

 このような系譜が変改されたのが〔図3〕の如きもの

であるが，オボタラシヒメと合体されたオキテガヒメ（オ

キテガタラシヒメ）は和三耳氏と関係するヒコイマス系で

丹波系ではあるが，タニハノビコタタスミチノウシの女

とされていたタニハノアヂサハヒメがイリネの女とされ

た事情はどのように考えれば良いであろうか、明確なこ

とは言し喉ないが，推測できることを記しておくことに

したい．

 注意したいのはイリネが能登臣の祖とされるオホイリ

キ（『記』）と兄弟関係で位置付けられていたとみられる

人名であることである． 「国造本紀」は，越前の三国国

造と越中の伊彌頭国造とを蘇我氏と同族としている．北

陸地域の国造としては他に，若狭国造・高志国造が膳氏

系，角鹿国造が吉備族系，加我国造・羽咋国造が三尾氏

系，能等国造・加宜国造が大入来命系，久比岐国造が倭

直系，高志深江国造が道君系，佐渡国造が阿岐国造系と

されている．膳氏は元来和同氏と関係を有していたが最

終的には阿倍氏の同族として蘇我氏とつながったもので

あり（黒田，1997年），吉備族は最終的には蘇我稲目に

よる自猪・児島屯倉設置で大和政権に服属したものであ

る（門脇禎二，1995年）ことからすれば，有力豪族で見

れば，当地域は蘇我氏との関係が濃厚と言い得る．この

ことからすれぱ，能登臣・能等国造の祖とされるオホイ

リキと対をなすイリネは，蘇我氏による系譜変改の際に，

丹波系の一人の祖として位置付けられたことが考えられ

るのではなかろうか蘇我氏系に関係する人名（例えば

「タケ十某」形式の人名，黒田，1995年）の者ではなく

イリネが丹波系の祖とされたことについては，丹波（丹

後）と能登とが日本海を通じて交流があったことと関係

するように思われる．
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〔表〕 タニハノビコタタスミチノウシの子女（『古事記』）

開化記 垂     仁     記 垂仁紀
后妃子女 抄本毘売言中 四女喚上

比婆須比売命 氷明州比売命 比婆須比流命 胃薬酢媛命

沼羽田之入毘売命 淳葉田壇入婿

見比売

弟比売命 弟比売 弟比売命

歌凝比売命

真砥野比売命

i弟比売命の姉）

円野比売命 鄭邸予媛

阿邪美之伊理毘売命

搬竹野媛
朝廷別王

〔図 1〕 継体段階の息長氏系系譜

（尾張）オホアマヒメ イモカマドユラトミ

           11  トヨキイリヒコーヌノシイリヒメ11

［て簑メミマキイリヒコ  ！㌧ヤマトタケル

」」二1㌃外ニリ㍍リヒメ

 ヒコホホデミ  カムオホネ           アザミノイリヒメ

           1トー一オシダロヒメォキナガ

オキナガヒメ

ソラッヒメ

ll一一オキテガタワケ

オキナガスクネ

ヒ   コ

アメノミカゲ神一オキテカミヅヨリヒメ

〔図 2〕 欽明～敏達段階の息長氏系系譜

          （丹波）タカキヒメ

（尾張）カツラキノタカチナヒメ ll
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             ヒコイマス

（穂積）イカガシコメ

タニハノミチノウシ

オ キ ナ ガ ヒ

一ヒコタタス

 ミヅノホマワガ
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第35巻 丹波関係系譜についての一考察

〔図 3〕

a旦波之大賠機一ﾆ比古曲牟須美命工驚王
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意祁都比売命

   天之御影神・
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丹波之河上之摩須郎女

・ ll

蓑祁都比売命

丹波比古多多須美知能字新王

水之穂真若王

神大根上（亦名人瓜入日子王）

水穂五百依比売

御井津比売

山代之大筒木真着正

一比婆須比売命

真砥野比売令

弟比売命

一朝廷別王

葛城之高額比売

1二機最都幟毘売箪よ王
丹波速津目 高材比売

神功

〔図 4〕
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〔図 5〕

         カムオホネ                オキテガヒコ

           ll   オシダロヒメ ーヌバタノイリヒメ
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           ll   イクメイリヒコ
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                               タニハノミチノウシll カニメイカッチ

            丹波速津臣一夕カキヒメ       ヤマジロノオホツツキマフカ

                  ヤマジロノエナツヒメ
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〔図 6〕

妻∴1㌻llll÷llllピ

サホノオボクラミトメ
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